
円周率の日 （ＴＢＳラジオ 「日本全国８時です」 ２０１３．３．１４） 

 

 今日は３月１４日、３・１４ですが、３・１４と言えば円周率ということで、今日

は「円周率の日」さらには「数学の日」になっています。 

 円周率の日が数学の日になるのは飛躍するようですが、今から約４０００年前の古

代バビロニアの粘土版に円周率の記録があり、その近似値として３＋１／７（＝３・

１４２８５７）という数字が記述されているほどですから、数学の起源の時代から円

周率には関心があったということです。 

 円周率は円の直径に対して円周がどれだけの長さになるかを示す数字ですが、これ

が「π（パイ）」と呼ばれるのは、周辺を意味するギリシャ語「ペリフェレイア」の最

初の文字が「π」なので、それに由来します。 

 

 その古代ギリシャでは、世界三大難問といわれる幾何学の問題があり、目盛りのな

い直線の定規とコンパスだけで 

  １）任意の角度を３等分する方法 

  ２）ある立方体の２倍の体積をもつ立方体を作る方法 

  とともに 

  ３）ある円と等しい面積をもつ正方形を作る方法 

を求める問題が挙げられていました。 

 

 最初の問題は４５度、９０度、１８０度など、特定の角度については可能ですが、

６０度を２０度ずつに分けることはできないことが証明されており、したがって、ど

のような角度でも３等分できる方法はないことになります。 

 ２番目の問題は１８３７年にフランスの数学者が不可能であることを証明して決

着がつきました。 

 ３番目の問題は１８８０年にドイツの数学者が解決不可能であることを証明しま

したが、この問題を解くためには円周率が必要ということになり、古来、多くの数学

者どころか、著名な数学者のほとんどが一度は円周率を求める研究に挑戦してきたほ

どの難問になったのです。 

 

 古代から円周率を計算する基本的方法は、ある大きさの円の内側に接する正６角形

を描きますと、その一片の長さが円の半径に等しくなるので、その長さの合計を計算

し、次にそれを正１２角形にし、さらに正２４角形、正４８角形と細かくして辺の長

さを合計していけば、次第に円周の長さに近付くという方法です。 

 この方法で紀元前３世紀の有名な数学者アルキメデスは正９６角形まで計算して

３・１４という円周率を示し、それ以後、数多くの数学者が挑戦しますが、１７世紀

以後は無限級数を計算する方法が主流となり、１６６５年にアイザック・ニュートン

が小数点以下１６桁まで計算し、以下、次々と増えていきます。 



 

 １８５３年には生涯を円周率の計算だけに捧げたといわれるウィリアム・シャンク

スという数学者が７０７桁まで計算して発表しましたが、イギリスのオーガスタ・ド・

モルガンという数学者が、間違っている可能性が高いと予言し、１９４５年にファー

ガソンという数学者が５４０桁を計算し、シャンクスの数字の５２８桁以下が間違っ

ていることを明らかにしました。 

 

 それ以後はコンピュータの時代となり、一気に桁数が増加し、１９４９年には世界

最初のコンピュータといわれるＥＮＩＡＣを７０時間使用して２０３７桁を計算し

たことを契機に、１９５８年には１万桁、６１年には１０万桁、６７年には５０万桁、

８３年には東京大学の金田康正助教授が１０００万桁、２００９年には筑波大学で２

兆５７６９億桁に到達しますが、この頃から大型コンピュータを使うのではなく、多

数のＰＣを並行して計算する時代になり、２０１１年には日本の会社員近藤茂さんと

アメリカのアレキサンダー・イーさんがＰＣを１年１ヶ月使い続け、１０兆桁まで計

算しています。 

 

 このような想像を絶するような桁数の円周率を計算することに意味があるかとい

うと、まったくない訳ではないようです。 

 円周率を１００万桁まで印刷した『π』という書籍が発売されていますが、数字が

並んだだけの本をだれが買うのか不思議に思われるかも知れません。 

 これは０から９までの数字が不規則に現れる乱数表として使われているのです。 

 乱数の条件は、それぞれの数字が登場する順序に規則はないが、ある範囲では、そ

れぞれの数字が出現する回数がほぼ均等であるということです。 

 つまり７だけが頻繁に出現するような数字の列は乱数とは言えないということで

す。 

 そこで円周率の５兆桁までの数字の出現頻度を調べてみると、どれも５０００億回

前後で要件を満たしています。 

 

 もうひとつの意味は、コンピュータで計算するために高速で計算できる手順（アル

ゴリズム）を開発するために円周率の計算方法が役に立つということです。 

 しかし、世の中にはさらに分かりにくい挑戦をしている人々が存在します。円周率

を何桁まで暗記できるかという挑戦です。 

 √５を「富士山麓に鸚鵡鳴く」と覚えた経験がある人は多いと思いますが、円周率

にも「産医師異国に向こう」で３・１４１５９２６５と小数点以下８桁を覚える言葉

がありますし、３０桁まで覚える言葉もあります。 

 ところが、そういう言葉を使うのではなく円周率の暗記に挑戦している人も存在し

ます。 

 １９７３年井イギリスのティモシー・ピアソンが１２１０桁を暗唱したのが最初で、



１９９５年に学生であった後藤裕之さんが４万２１９５桁、２００５年には中国人の

学生呂超さんが６万７８９０桁、２００６年１０月には当時６１歳の千葉県の原口證

（あきら）さんが、１６時間３０分をかけて１０万桁の暗唱に成功しています。 

 ご本人のオフィシャル・ウェブサイトによると、物語にして覚えるようですが、そ

のサイトに掲載されている１０万桁の数字を見ると、暗唱することが意味があるかど

うかより、挑戦する意欲に価値があるのだと思います。 

 


